
重点プロジェクト計画概要一覧表（東海ブロック）（令和８年度）

市町村 JA 民間企業 試験研究機関 その他

岐阜県 1 多様な担い手の継
続的確保による地
域農業の活性化

R8 ～ R1
0

就農
経営
地域計画
男女共同参
画

・経営継承、地域計画の見直し、女性の活躍の推進に向け、関係者の連携強化
を図るため、担当者の意識強化を図る。
・支援対象者に向けて研修会等を開催し情報提供を行いながら、ニーズを把握
するとともに、具体的な取組を実施する。

各市町村
各市町村農業委員会
・地域計画策定に向け
た連携、体制強化

アグリチャレンジ支援
センター
・経営継承に係る情報
共有、連携

女性農業経営アドバイ
ザー
・女性新規就農者に向
けた情報発信

岐阜県 2 優良種子の安定生
産と水稲生産性向
上による食料の安
定供給

R8 ～ R1
0

稲作 ・米生産に必要な優良種子を確保し、令和９年稲作面積の拡大に繋げる。
・新たに奨励品種に採用された「清流のめぐみ」「にじのきらめき」の安定生
産を図る事で県下各地への定着を図る。
・ハツシモの単収向上を図ると共に再生２期作など新たな作付体系の地域適応
性について検討する。

種子生産法人および組
合
水田農業法人および大
規模農家
・現地実証連携

農業技術センター作物
部
・施肥技術改善
・新たな作付け体系の
検討

（県）採種指導運営事
業
（県）県産米の生産性
向上対策事業

岐阜県 3 施設園芸における
高収益を確保でき
る技術指導力の確
保

R8 ～ R1
0

野菜 ・イチゴ、トマト、キュウリ等の施設園芸において、定期的に普及指導員の研
修会や担当者会議を開催し技術力向上を向上することで、生産者への指導力を
上げる。
・既存の技術を把握し、改善すべき技術を決めて、１つづつ改善し、収益性の
高い生産を行う。
・消費者に安定的に供給できる仕組みを構築し、技術的に解決する。

岐阜県園芸特産振興会
いちご部会および施設
部会
・施設環境データの共
有と技術連携

農業技術センター野菜
部
・施設園芸における技
術連携

岐阜県 4 夏秋トマトの単収
向上による産地基
盤の維持拡大支援

R8 ～ R1
0

野菜 ・夏秋トマトにおいて、夏季を中心とした高温対策や病害虫対策、３Ｓ栽培の
低コスト化等の県内産地の共通課題と、その対応策の情報共有と普及指導員の
活動支援を通して、各地域での課題解決をすすめ、単収の向上、産地の生産基
盤の維持につなげる。

中山間農業研究所
・３Ｓ栽培技術連携

岐阜県 5 かき産地の将来を
見据えた課題解決
に向けた支援

R8 ～ R1
0

果樹 ・柿若手生産者が研修会や産地視察を通じ、産地間交流を行うことで、柿産地
の今後に向けた活発な議論が進める。
・果樹担当者会議を開催し、果樹後継者育成事例を学ぶことで、柿産地の後継
者育成に繋げる。
・高温対策として、土壌改良実証、新・改植推進、品種更新検討、出荷予測、
新たな防除体系実証を行い、柿産地の課題解決に繋げる。

ＪＡ全農岐阜
・現地実証連携

岐阜県園芸特産振興会
かき専門部会
・研修会等の開催支援

農業技術センター果樹
農産物利用部
・カキ園の土壌改良効
果の実証試験連携

岐阜県 6 切バラ栽培の高温
対策と難防除病害
虫対策の実践によ
る栽培体系の構築

R8 ～ R1
0

花き
総合防除
（IPM）

・切りバラ栽培において、夏期の高温は秋以降の品質に影響を及ぼしている
が、生産コストの高騰から見送られている夜冷技術や遮熱塗布剤、IPM資材の
効率的な活用と効果を実証し、岐阜バラ会員の生産意欲を高め、技術の普及を
進めることで、岐阜県産バラの品質向上を図る。

岐阜バラ会
・施設環境データの共
有と技術連携

ジャパンフラワー強化
プロジェクト推進
データ駆動型農業の実
践・展開支援事業(R5～
R7)

岐阜県 7 総合防除の推進と
難防除病害虫の防
除対策の確立

R8 ～ R1
0

総合防除
（IPM）
持続可能な
農業

・R7年度、グリサポ事業を実施したいちご、バラ等を中心に現地実証支
援を行い、技術導入や定着を図る。
・生産組織・関係機関と連携して、「Z-GIS」、「レイミ―」を活用したハス
モンヨトウの多地点発生予察による防除実証を実施し、防除効果や普及性等に
ついて検証する。
・関係機関と連携して、水稲、大豆の総合防除実践指標の策定を行う。
・冬春トマトで発生が問題となっている立枯病について、関係機関と連携して
防除対策確立のための現地実証を実施する。

主要品目生産団体
・現地技術実証連携

農業技術センター病理
昆虫部
・現地技術実証連携

グリーンな栽培体系加速
化事業

岐阜県 8 飼料用稲専用品種
の早刈りと二期作
による生産利用の
拡大と堆肥供給者
リストを活用した
堆肥利用の拡大

R8 ～ R1
0

畜産
稲作
耕畜連携

・畜産農家からの要望が強い籾の少ない稲WCSの提供に向けて、適正な落水時
期を明確にする。
・稲WCS再生二期作での堆肥多給区(5t)と慣行区(3t)との収量を把握する。
・農業技術センター土壌化学部作成の豚ぷん･鶏ふんの新たな肥効特性につい
ての普及指導員への周知と特に堆肥にバラツキのある酪農家に対し、良質な堆
肥生産のためのポイントの周知を行い、耕種農家の堆肥利用促進を図る。

水稲大規模農家
・現地技術実証連携
関係畜産農家
・堆肥供給者リスト作
成

農業技術センター土壌
化学部
・堆肥成分分析

自給飼料生産・利用拡
大推進事業費

資源循環型畜産確立推
進事業費

愛知県 1 ICTを活用した小麦
の薬剤散布改善技
術及び施肥改善技
術

R6 ～ R8 普通畑作物
スマート農
業

○最近の資材高騰から、大規模経営体における農薬費、肥料費が小麦生産費に
占める割合が高くなっている。乗用管理機や肥料散布機で作業者の感覚により
散布しているため、作業行程が重複することが多く、重複削減する技術が望ま
れている。
○近年春期に温暖、多雨な年が続いているため、コムギ赤かび病(以下、赤か
び病）の発生量が多くなっている。赤かび病対策には開花期における適期防除
が必須となるが、春期の天候不順により、開花期の年次間差が大きく、適期を
逸し、農薬散布回数が３回以上実施している場合もある。
○小麦の収量、品質の安定化のためには、茎立期に生育診断し、施肥量を加減
しなければならない。生育診断には、茎立期に草丈、茎数、葉色を計測・計数
する必要があるが、多大な労力がかかるため、実施は困難である。
○本事業では、GPS情報機器を搭載した乗用管理機及び肥料散布機を使用した
精密散布により化学農薬及び化学肥料の散布量削減、AgriLookにより小麦の開
花期予測に基づく赤かび病防除技術の確立により、防除回数の削減について検
討する。さらに、ドローンの活用による効率的かつ省力的防除及び光学セン
サーを用いた省力的生育診断技術について検証する。
○上記栽培管理を確立し、グリーンな栽培体系の普及を目指す。

(国）グリーンな栽培体
系加速化事業

愛知県 2 衛星写真を活用し
た小麦生育診断と
施肥改善

R8 ～ R1
0

普通畑作物
スマート農
業

○衛星写真を活用した小麦生育診断が栽培管理ツールAgriLookに掲載され、診
断結果による施肥管理が取り組まれ始めている。衛星写真は高額であるため、
広域での生育診断の障害になっている。そこで、農総試作物研究部、名古屋大
学、JAあいち経済連の協力により無料の衛星写真を活用した生育診断技術を検
証する。
○小麦生育診断結果で施肥をし生育、収量、品質を確認する。
○有料と無料の衛星写真の診断時期、診断結果を比較し、無料の衛星写真を活
用した生育診断の有効性を検討する。

地方創生事業

連携機関 （役割分担）
活用事業都道府県名 番号 計画名 計画期間

分野
（複数可）

活動計画の要約



市町村 JA 民間企業 試験研究機関 その他

連携機関 （役割分担）
活用事業都道府県名 番号 計画名 計画期間

分野
（複数可）

活動計画の要約

愛知県 3 水稲品種「愛知135
号（あいちのここ
ろ）」栽培マニュ
アル実証と普及拡
大

R6 ～ R8 稲作 ○高温登熟耐性を有し玄米品質の向上が期待される水稲品種「愛知135号」が
令和７年から一般栽培化される。
○令和６年に農業総合試験場作物研究部が「愛知135号安定栽培マニュアル」
を作成した。栽培マニュアルによる栽培で収量、品質が確保できるか現地実証
をする。
○一般栽培化に伴う面積拡大により、条件不利地での栽培が想定されることか
ら、対応作を検討する。
○出穂期が高温に遭遇しやすい、直播栽培等の玄米品質安定のための改良版肥
料試験を検討する。

愛知県 4 水稲の品質向上に
向けた後半重視型
肥料の検討

R8 ～ R9 稲作 ○水稲の高温障害対策として、全量基肥の水稲生育後半の肥料溶出割合を多く
した後半重視型肥料の利用が検討されている。
○「あいちのかおりSBL」の不耕起V溝直播は高温期に出穂するため品質が低下
しやすい。
○農総試の場内試験では、「あいちのかおりSBL」の不耕起V溝直播で後半重視
型肥料の利用により、前半の生育を抑え、品質が向上する効果が確認された。
現地実証で効果、普及性を検討する。

（国）グリーンな栽培
体系加速化事業

愛知県 5 水稲の着色米対策
の検討

R8 ～ R9 稲作 ○水稲において令和６年度に「腹黒米」と「黒点米」が発生し検査等級が低下
する事例があった。等級低下による収入減を招いた。
○高温期に出穂する「あいちのかおりSBL」不耕起V溝直播で多く発生した。○
出穂から収穫までの期間が長い品種に出やすい傾向があり、発生しやすい作期
と対策について検討する。

（国）グリーンな栽培
体系加速化事業

愛知県 6 気候変動対応型い
ちご生産技術開発

R8 ～ R1
0

野菜
スマート農
業

イチゴ「愛きらり」について、夏秋の高温対策を農総試が中心となって技術開
発・普及推進する。また、愛知県における植物工場の導入可能性について、調
査する。
事業成果を通じて「愛きらり」の収穫期間延長、早期収量の増加、炭疽病抵抗
性を有する新品種開発を目指す。

地方創生事業

愛知県 7 施設果菜類におけ
るグリーンな栽培
体系の導入

R8 ～ R9 野菜
持続可能な
農業

○施設ナス栽培では、害虫の化学農薬への感受性低下が問題となっており、効
率的・効果的な病害虫防除による農薬散布の省力化と化学農薬低減が求められ
ている。
〇気候変動による夏秋期の高温により定植時の苗の活着不良や落花等が起こ
り、収量の低下を招いており、効果的な高温対策が求められている。
○県内複数産地において、薬剤抵抗性を考慮した農薬の選定、微生物等生物農
薬と侵入防止資材による害虫防除技術、遮光・遮熱資材を利用した暑熱対策を
実証する。
○実証試験を通して産地に適した技術を組立てることによって、グリーンな栽
培体系の普及を目指す。

（国）グリーンな栽培
体系への転換サポート

愛知県 8 アブラナ科野菜に
おけるグリーンな
栽培体系の導入

R7 ～ R8 野菜
持続可能な
農業

○アブラナ科野菜では気候変動により病害虫が増えており、農薬散布の負担軽
減と化学農薬低減が求められている。
○適期防除には病害虫の発生状況の早期把握や予察が重要であり、病害虫予報
AI情報を活用した防除技術を検証する。
○経営規模拡大で防除作業の負担が増える中、ドローン防除の有効性を検証す
る。
○実証試験を通して病害虫防除の課題に対応し、農薬低減と省力化技術を構
築・普及し、県内産地のグリーンな栽培体系の普及を目指す。

（国）グリーンな栽培
体系への転換サポート

愛知県 9 花きにおける光を
活用した害虫防除
対策技術の確立

R7 ～ R9 花き ○本県の花き生産において防除困難な病害虫（アザミウマ類、ヤガ類、コナジ
ラミ類、うどんこ病）による被害軽減、環境負荷軽減、薬剤散布回数軽減を目
的に近年注目されている赤色光、緑色光、青色光、UV-Bを用いた防除効果及び
薬剤散布回数軽減効果を検証するとともに、設置方法、照射期間等効果的な使
用方法を確立する。

(国）グリーンな栽培体
系加速化事業

愛知県 10 イチジクの低リン
酸型肥料を用いた
減化学肥料かつ省
力的施肥技術の開
発

R5 ～ R9 果樹
土壌肥料

○県内のイチジクほ場の土壌診断結果を見ると多くの圃場でリン酸過剰となっ
ている。
○このため、農業総合試験場とＪＡあいち経済連が共同で肥効調節型肥料の肥
料成分の見直しを行い、リン酸を約50％削減した肥料での実証を行っている。
○この肥料の利用により、施肥量は40kg/10a削減ができ、施肥の省力化、生産
資材コストの低減につながる。
○そこで、新しい施肥技術による、果実品質、収穫量への影響を確認し、県内
産地への導入を進める。

愛知県 11 環境に配慮した飼
料用トウモロコシ
栽培体系の普及及
び自給飼料供給体
制の強化

R8 ～ R1
0

畜産
土壌肥料

○飼料価格の高騰を契機に養牛農家の国産飼料用トウモロコシに対する購入要
望が高まっている。これをうけて、水田の転換作物として飼料用トウモロコシ
生産を行う耕種農家が増えている。
〇家畜ふん堆肥を活用した環境に配慮した飼料用トウモロコシ栽培体系を普及
させるため、土壌診断による地力に応じた肥培管理を実証する。
〇飼料用トウモロコシにおける栽培体系の確立と併せて、供給体制の整備と耕
畜連携における堆肥の流通システムの構築に取り組むとともに耕畜農家及び関
係機関との情報交換を行うことにより地域産飼料生産の拡大と堆肥の利活用を
促進する。

（国）グリーンな栽培
体系加速化事業



市町村 JA 民間企業 試験研究機関 その他

連携機関 （役割分担）
活用事業都道府県名 番号 計画名 計画期間

分野
（複数可）

活動計画の要約

愛知県 12 アブラナ科植物の
黒すす病防除対策

R7 ～ R8 病害虫 ○近年，東三河地域においてアブラナ科植物で黒すす病の発病が増加し，ブ
ロッコリーでは被害が甚大なほ場も発生している。
○被害を経済的許容水準以下に抑制するために，防除効果の高い薬剤による体
系防除や化学農薬以外の対策が必要である。
○体系防除効果の検証，品種間差比較，土壌消毒の手法など防除対策を検証
し，防除対策検討会をとおして，現場の技術の普及を支援する。

（国）グリーンな栽培
体系加速化事業

愛知県 13 地域の実情に合わ
せた鳥獣被害防止
技術の実証・導入

R6 ～ R8 鳥獣被害対
策

〇本県の農作物に対する鳥獣被害金額は年間４～５億円で推移しており、甚大
な被害が発生している。
〇被害防止対策は地域の作目、地形、栽培方法、対象鳥獣など地域の実情に合
わせた形での対策が必要である。
〇農研機構が開発したカラス用侵入防止柵「くぐれんテグス君」等を地域の実
情に合わせた形で設置し、侵入防止効果を実証する。

(国）鳥獣被害防止総合
対策事業

愛知県 14 新規就農者の確保
体制の整備

R7 ～ R9 就農 ○農業従事者の高齢化等に伴い新規就農者の確保は急務であり、次代の担い手
を確保育成する必要がある。
特に、担い手の減少が心配される産地においては、新規参入者受入の機運が高
まり、産地の維持・発展を目指し、生産者と関係機関が連携して研修受入体制
を整備し、担い手の育成を図っている。一方で、研修受入機関が少ない、研修
生が集まらない地域・品目がある。
○就農希望者が適切な研修をうけ、スムーズな就農に導くため、各地域の研修
受入体制の整備、農地や空きハウスの斡旋する仕組みづくりを支援する。
○愛知県で就農したい人材を確保するための就業オンラインプラットフォーム
がR8年2月にスタートした。8年度はプラットフォーム内での就農説明コンテン
ツの視聴、就農相談申込を実現させる。また７年度に作成した就農準備チェッ
クリストのプラットフォーム内での活用、地域の情報発信等の支援を行う。

（国）新規就農者育成
総合対策
（国）就農サポート事
業

三重県 1 水田農業の持続・
発展に向けた基盤
強化

R5 ～ R8 ・稲作
・普通畑作
物

水稲、麦、大豆等の生産性の維持向上、担い手の経営基盤強化や水田営農のシ
ステム化の取組により水田農業の基盤強化を図ります。

・各農業政策に関する
情報提供

・各作物の振興方針の
検討
・巡回指導及び研修会
の実施
・品種や資材等の現地
試験の実施
・種子生産に係る連携

農業資材メーカー
・新資材や新技術に係
る情報提供
・新資材等の現地試験
への協力

県農業研究所
・病害虫、土壌診断
・新品種及び新技術に
関する情報提供
・現地試験への協力

（国）グリーンな栽培
体系加速化事業

三重県 2 伊勢茶産地を次世
代につなげる構造
改革の推進

R5 ～ R8 ・県が定め
る分野
（茶）

茶産地において、担い手への優良茶園の集約化、生産・販売方法の改善、担い
手の育成に取り組み、構造改革を推進し、茶産地を次世代につなげることを目
指します。

・産地の構造改革に必
要な課題の洗い出しや
解決に向けた助言など

・産地の構造改革に向
けた助言や農家のとり
まとめなど

県内ＤＭＯ、農業資材
メーカー他
・産地で考える構造改
革に必要な取組への連
携や推進など

県農業研究所、農研機
構他
・産地が抱える課題に
対する技術的解消

（国）グリーンな栽培
体系加速化事業
（県）未来につなぐ伊
勢茶ブランドリノベー
ション事業

三重県 3 果樹産業の次代を
切り拓く構造改革
の推進

R5 ～ R8 ・果樹 果樹産地が、産地プロファイルに基づき取り組む課題解決を支援し、産地の構
造改革を推進します。また、産地プロファイルを作成していない果樹産地につ
いても現状を診断し、産地プロファイルを作成します。

・産地の構造改革に必
要な課題の洗い出しや
解決に向けた助言、農
業政策及び農地情報に
関する情報提供
・果樹産地協議会事務
局

・地域の生産者部会の
活動支援
・果樹産地協議会事務
局

農業資材メーカー
、スポットワーク事業
者、ＮＰＯ他
・現場の課題解決に取
り組むための情報共有
・現場実証試験の技術
的協力

県農業研究所、農研機
構他
・産地が抱える課題に
対する情報提供、試験
研究

公益社団法人三重県青
果物価格安定基金協
会、各果樹産地協議会
・産地が抱える課題解
決のための果樹経営支
援対策事業の推進

（国）グリーンな栽培
体系加速化事業、果樹
経営支援対策
（県）
果樹輸出産地強化支援
事業

三重県 4 消費を意識した花
き花木産地の改革
推進

R5 ～ R8 ・花き 認知度向上に向けた取り組みや需要に応じた品目の導入等の取組により消費を
意識した花き花木産地への改革を目指します。また、「物流2024年問題」に対
応するために持続可能で効率的な物流体制の構築に取り組みます。

鈴鹿市、伊勢市他
・地域で行う認知度向
上に向けた取組の企画
実施

・地域の生産者部会の
活動支援
・地域で行う認知度向
上に向けた取組の企画
実施
・現場の課題解決に取
り組むための情報共有

農業資材メーカー他
・現場の課題解決に取
り組むための情報共有
・現場実証試験の技術
的協力

県農業研究所他
・産地の課題解決につ
ながる技術的支援
・ホームユース需要の
高い品目への転換に向
けた技術的実証

花の国づくり三重県協
議会
・県産花き花木の消費
拡大につながる取り組
みの企画実施

（国）ジャパンフラ
ワー強化プロジェクト
推進
（県）持続可能な花と
みどりのにぎわい創出
事業、花き花木普及拡
大促進事業

三重県 5 肉用牛経営安定の
ための和牛子牛生
産拡大

R5 ～ R8 ・畜産 県内における和牛子牛の生産拡大のために、繁殖雌牛の飼養・繁殖成績および
子牛の哺育・育成技術改善、新規繁殖農家の掘り起こしと重点指導、地域内肥
育一貫体制の構築に取り組み肉用牛経営安定を目指します。

・畜産クラスター協議
会の活動支援
・新規相談及び就農者
支援

・県和牛繁殖協議会の
活動支援
・畜産クラスター協議
会の活動支援
・制度資金の活用支援

獣医師
・繁殖農家の飼養管理
に関する情報共有

県畜産研究所
・繁殖技術支援

県家畜保健衛生所
・代謝プロファイルテ
スト実施支援

（国）畜産クラスター
事業
（県）肉用牛生産基盤
強化支援事業費

三重県 6 新たな取組による
野菜産地の維持活
性化

R5 ～ R8 ・野菜
・持続可能
な農業

野菜産地の維持活性化に向けて、新規生産者の確保や新技術（スマート農業機
械等）、新品目の導入に取り組みます。また、総合的な防除体系などの導入に
より環境に配慮した栽培技術を普及します。

・就農相談及び就農者
支援

・産地振興の検討
・生産部会での巡回指
導及び研修会の実施
・品種や資材等の現地
試験の実施

農業資材メーカー
・新資材等の情報提供
・資材の現地試験にお
けるサンプル提供及び
試験への助言

県農業研究所
・病害虫/土壌診断
・新品種・新技術に関
する情報提供
・現地課題解決に向け
た試験研究の実施
・現地試験への協力

（国）グリーンな栽培
体系加速化事業
（県）野菜自給力強化
体制づくり事業
（県）施設園芸栽培環
境改善支援事業
（県）物価高騰対応国
内資源由来肥料転換モ
デル事業

三重県 7 新規就農者の経営
安定

R5 ～ R8 ・就農 就農5年までの新規就農者に対し、早期に経営が自立できるよう、経営目標達
成に向け支援を行います。また、地域の関係機関が連携した受入体制の構築に
向け活動します。

・青年等就農計画の計
画策定支援と認定
・青年等就農計画の達
成に必要な各種補助事
業の相談・活用支援

・新規就農者への経営
支援、研修会の実施
・制度資金等の利用相
談

農業資材メーカー
・新資材や新技術に係
る情報提供

県農業研究所
・新規技術に関する情
報共有

・農業経営・就農支援
センターによる経営改
善にかかる専門家派遣
や経営分析
・農地中間管理機構に
よる農地集積などの支

(国）経営発展支援事業
（国）就農準備資金・
経営開始資金
(県）農業分野における
多様な担い手確保事業



市町村 JA 民間企業 試験研究機関 その他

連携機関 （役割分担）
活用事業都道府県名 番号 計画名 計画期間

分野
（複数可）

活動計画の要約

三重県 8 担い手の経営理念
の実現

R5 ～ R8 ・経営
・６次産業
化
・農業生産
工程管理
（GAP）

農業の担い手が、先進的な経営体に発展することで、農業生産力の維持拡大を
目指して活動します。特に経営面の課題が明確になり集中的な支援が必要と考
えられる重点対象に対して、６次産業化の支援、ＧＡＰの導入等により経営力
向上に向けた支援に取り組みます。

・農業経営改善計画の
認定と計画策定支援
・経営改善に資する各
種補助事業の相談、活
用支援

・担い手農業者、組織
などへの経営支援、研
修会の実施
・制度資金等の利用相
談

加工業者等
商品開発や販売に関す
る相談、技術支援

県農業研究所
・農業生産工程管理の
取組状況チェックシー
トの分析と活用の支援
工業研究所
・食品加工の技術支
援、機器開放等

・農業経営・就農支援
センターによる経営改
善にかかる専門家派遣
や経営分析
・農地中間管理機構に
よる農地集積などの支
援
・地域資源活用・地域
連携サポートセンター
によるプランナー派遣
や相談対応

（国）農山漁村振興交
付金のうち地域資源活
用価値創出対策
（国）農業経営・就農
支援体制整備推進事業
（国）持続的生産強化
対策事業

三重県 9 農業被害軽減に向
けた効果的な獣害
対策の推進

R5 ～ R8 ・鳥獣被害
防止対策

集落ぐるみの追い払いや侵入防止柵の整備・管理等の「被害対策」を引き続き
進め、取組の拡大に向け、周辺地域などへの取組の波及を図ります。また、獣
害対策と地域農業振興の視点を持ち、営農体制づくりや特産品づくりなど地域
農業活性化に向けた支援につなげています。

・被害状況の把握
・侵入防止柵の設置支
援
・獣の捕獲支援

・被害状況の把握
・農業者の対策実施支
援

・対策資材の開発、情
報提供

県農業研究所
・対策技術の開発

（国）鳥獣被害防止総
合対策交付金

三重県 10 みどりの食料シス
テム戦略・ＳＤＧ
ｓへの対応（生産
環境）

R5 ～ R8 ・県が定め
る分野（生
産環境）
・持続可能
な農業

ＩＰＭや土づくりの実践を拡大し、環境負荷の少ない栽培管理技術の普及を目
指します。また、有機農業の推進に向けた環境づくりに取り組みます。

・産地における防除暦
策定に関する検討、情
報共有
・現地課題解決に向け
た栽培技術等の実践、
効果の検証に向けた協
力

農薬等資材メーカー
・農薬登録に向けた情
報共有
・新規農薬・肥料等に
関する情報共有
・新資材利用技術実証
圃

県農業研究所
・作物障害診断（病害
虫・土壌分析）
・現地課題解決に向け
た研究実施協力
農研機構
・新規技術に関する情
報共有

（国）みどりの食料シ
ステム戦略推進交付金
（環境負荷低減活動定
着サポート）
（国）グリーンな栽培
体系加速化事業

三重県 11 みどりの食料シス
テム戦略・ＳＤＧ
ｓへの対応（畜
産）

R5 ～ R8 ・畜産
・持続可能
な農業

自給飼料やエコフィードの家畜利用への拡大、暑熱対策による飼養管理や良質
な堆肥の生産・流通に取り組み、環境負荷の少ない持続的な畜産経営の確立を
目指します。

・畜産クラスター協議
会の活動支援
・畜産環境対策指導

・畜産クラスター協議
会の活動支援
・飼料作物栽培技術指
導
・家畜糞堆肥の利活用
推進

食品製造事業者等
・畜産農家へのエコ
フィードの提供
農業関係業者
飼料作物の栽培、サイ
レージ調整に関する情
報共有

県畜産研究所
・エコフィード飼料給
与技術支援
・飼料作物の生産及び
給与に係る技術支援

県庁畜産課
・県エコフィード利活
用研究会の運営

（国）畜産クラスター
事業、畜産環境保全総
合対策事業
（県）ECO畜産供給体制
構築事業


